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	課題解決に向けた行動計画���2023年度 �第2回地域緩和ケア連携調整員研修 (ベーシックコース)�
	武蔵野赤十字病院
	①地域の課題
 病院、地域ともにフィードバックしあえる機会がない。� そのため、行った連携・調整の評価ができずに次に生� かすことができない。連携が一方通行になりがち。
	②どのような地域を目指すのか

入院から在宅まで切れ目のない緩和ケアが受けながら暮らしていける地域
	③目指す地域を実現するために取り組むべきこと
	④具体的な行動計画　⑤目標達成時期

